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１ 単元について 

（１）単元観 

本単元は，学習指導要領(理科編)〔第１分野〕の「(５)運動とエネルギー」の次の内容を受けて設定している。  

 

 

 

 

 

 

 

本単元では，水中の物体に働く力，力の合成・分解について，見通しをもって観察，実験を行い，

その結果を分析して解釈し，水中で圧力が働くことや物体に働く水圧と浮力との定性的な関係を理

解し，合力や分力の規則性を見いだして理解させるとともに，力のつり合いと合成・分解に関する

観察，実験の技能を身に付けさせることが主なねらいである。 

 

（２）生徒観 

本学年の生徒は，理科の授業に対して落ち着いて取り組み，実験に対しても意欲的である。これま

で，小学校では，第５学年で｢振り子の運動｣について学習している。また，中学校では，第１学年の

「（1）身近な物理現象」で力の基本的な働きや２力のつり合い，第２学年の「第２分野（4）気象と

その変化」で圧力や大気圧について学習している。 

１学期に実施した標準学力調査では，設問５－(２)の光と葉のはたらきとの関係を調べる実験の条

件を構想する問題において，正答率が 32.1%，設問 12－(２)のポンプを動かして水がくみ上げられた

理由を記述する問題において，正答率が 21.4%と他の問題に比べて低かった。このことから，課題に

対して仮説の設定と実験方法の立案，身の回りの現象を既習事項と結び付けて考えることに課題があ

ると考えられる。設問５の場合は，植物のはたらきを確かめるためには，対照実験になるように「変

える条件」と「変えない条件」を設定する必要があり，そのために仮説を設定し，実験の見通しをもっ

て実験に取り組むことが大切であるが，標準学力調査の結果より，実験ごとに仮説の設定はできてい

るものの,仮説を確かめる実験方法の立案において,教師が実験の手立てをしすぎてしまい，生徒の力

を伸ばしきれなかったことが原因として考えられる。また，設問 12 の場合は，地下の水をくみ上げ

るポンプやトリチェリの実験で大気圧によって液体が押し上げられることを説明するには，空気にも

重さがあり，その重さによって垂直に物体を押す力がはたらいていることを理解しておく必要がある

が，既習事項である大気圧について復習する機会を十分に取れていなかったこと，大気圧によって起

こる身近な物理現象の紹介が不十分であったことが原因として考えられる。 

 

（３）指導観 

本単元の指導においては，次の３点の指導方法を工夫し，授業を展開していく。 

①見通しをもって実験ができるように仮説の設定に十分に時間を取ってから実験に取り組む。考察

をする際は，個人思考と集団思考の時間を十分に取り，浮力の大きさにおける規則性や関係性を

見いだして表現するとともに，探究の過程を振り返らせることで，探究を深めさせたい。 

②身近な題材を使った実験を行うことで，扱っている事象が理科室の中だけで起こっているものでは

なく，日常生活や社会の中で見られることに気付かせ，身近な物理現象に対する興味・関心を高める

ようにするとともに，これまで学んだことと関連付けながら身の回りの事象を捉えさせたい。 

③主体的な学びになるように，教師から提示する実験の道筋はできるだけ少なくし，安全に配慮し

た上で，可能な限り生徒が立案した実験方法で行う。また，個人思考の時間を取った上で，集団

思考を行い，生徒同士で意見を出し合うことで思考を深めさせたい。 

理科 第３学年 世羅町立世羅中学校 指導者 髙橋 謙太 

単
元
名 

「運動とエネルギー 

～世羅町 今高野山に大阪城を超える城を築城しよう！①・②～」 
令和４年９月 21日（水） ６校時 第３学年 B組（男子 11名 女子 13名）【第２理科室】 

令和４年９月 22日（木） ５校時 第３学年 B組（男子 11名 女子 13名）【第２理科室】 

（ア）力のつり合いと合成・分解 

㋐ 水中の物体に働く力 

   水圧についての実験を行い，その結果を水の重さと関連付けて理解すること。また，水中に

ある物体には浮力が働くことを知ること。 

㋑ 力の合成・分解 

   力の合成と分解についての実験を行い，合力や分力の規則性を理解すること。 
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２ 単元の目標 

○理科の見方・考え方を働かせて，水中の物体に働く力，力の合成・分解についての観察，実験などを行

い，日常生活や社会と関連付けながら理解させるとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に

付ける。（知識及び技能） 

○力のつり合いと合成・分解について，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，

規則性や関係性を見いだし表現するとともに，探究の過程を振り返らせるなど，科学的に探究する。（思

考力，判断力，表現力等） 

○力のつり合いと合成・分解に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

力のつり合いと合成・分解を日常
生活や社会と関連付けながら，
水中の物体に働く力，力の合成・
分解についての基本的な概念や
原理・法則などを理解していると
ともに，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。 

力のつり合いと合成・分解につ
いて，見通しをもって観察，実験
などを行い，その結果を分析し
て解釈し，力のつり合い，合成
や分解の規則性や関係性を見
いだして表現しているとともに，
探究の過程を振り返るなど，科
学的に探究している。 

力のつり合いと合成・分解に関 
する事物・現象に進んで関わり， 
見通しをもったり振り返ったり 
するなど，科学的に探究しよう 
としている。 
 

 

４ 単元の指導計画（本時 １／７時間及び２／７時間） 

時 学 習 内 容 

知・技 思・判・表 態 

（  ）内は評価方法 

◎記録に残す評価 

 ○指導に生かす評価 

１
【
本
時
】 

○『まなびのとびら～世羅町をプロデュース～』の案

として，今高野山に大阪城を超える城を築城し観光

名所にしたい。石垣に使う石を瀬戸内海の小豆島か

ら世羅町まで運ぶにはどうしたらよいだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔課題〕大きな石を船で運ぶにはどうすればよいか？ 

 

 

・船の模型と石を使って，石を運ぶ方法を考え，２人１

組で実験を行い，全体で意見を交流する。 

 

・石を水中に沈めて船にぶら下げて運ぶことで，大

きな石を運ぶことができる。水中に沈めること

で，より大きな浮力がはたらくことを見いだす。 

 

〔新たな疑問〕 

・浮力の大きさは，何によって決まるのか？ 

 
◎

(ワークシート） 
 

課題の設定 

情報の収集 整理・分析 
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２
【
本
時
】 

 

 

 

 

〔課題〕浮力の大きさは，何に関係するのか？ 

・前時の実験より，水中に物体があるとき浮力がは

たらいていることを確認し，何が関係するか仮説

を設定する。 

・仮説を確かめるために「変える条件」と「変えな

い条件」を考えて実験方法を立案し，実験を行

う。 

・実験結果から，浮力の大きさは水中にある物体の

体積のみ関係することを見いだす。 

 

 
◎

(ワークシート） 
 

３ 

 

 

〔課題〕浮力はどのようにしてはたらくのか？ 

・手をポリエチレンの袋に入れたまま水中につけ

て，袋の変化を体感することで水圧について理解

する。 

・モデル図の水中のポリエチレンにはたらく水圧を

記述することで，上下の水圧の差に気付かせる。 

 

 

・水圧は水の重さによって生じ，深さが深いほど大き

く，あらゆる向きにはたらく。 

・上下の水圧の差によって浮力がはたらき，浮力の大

きさは水中にある物体の体積のみ関係する。 

 

○ 

(理科ノート) 
  

４ 

○尾道まで船で運んだ石を世 

羅町まで運びたい。石を引 

っ張るには，どのように力 

を加えればよいだろうか。 

 

 

〔課題〕１つの物体に２つの力がはたらくとき，２つ

の力とその合力はどのような関係か？ 

 

 

・体育大会で行う綱引きで，一直線上で同じ方向に引

いたときと反対向きに引いたときを思い出し，２つ

の力がはたらいたとき，合力はどうなるか仮説を設

定する。 

・ばねばかりとひも，リングを用いて実験を行い，次

の式が成り立つことを見いだす。 

【一直線上ではたらく２力の合成】 

  （同じ向き）F＝F₁＋F₂  

  （反対向き）F＝F₁－F₂  

※F₁と F₂の力が大きい方に動く。上の式で求めら

れる合力は，F₁の方が大きかった場合の合力。 

 

  
○

(ワークシート） 

整理・分析 

創造・表現 

実行 

課題の設定 

課題の設定 情報の収集 

まとめ 

課題の設定 

情報の収集 
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５ 

 

 

〔課題〕2つの力が角度をもってはたらくとき，合力

はどうやって求めるか？ 

・ばねばかりとひもを用いて実験を行い，2つの力を

２辺とする平行四辺形を書くことで，合力を求める

ことができることを見いだす。 

【角度をもってはたらく２力の合成】 

 力の平行四辺形の法則…２力を表す矢印を２辺と

する平行四辺形の対角線

が，２力の合力を表す。 

 

 

 

 

 

 

 
◎

(ワークシート） 
 

６ 

 

 

〔課題〕1つの力を２つの力に分解するにはどのよう

にすればよいか？ 

・もとの力を対角線とする平行四辺形を作図し，とな

り合う２辺が分力になることを見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

(理科ノート) 
  

７ 

 

 

〔課題〕石垣に使う石を瀬戸内海の小豆島から世羅町

まで運ぶにはどうしたらよいだろうか。 

・水中にある物体の体積が大きいほど，浮力は大きく

なり，石を船から水中にぶら下げることで大きな石

を運ぶことができる。 

・石を２人で引くとき，２人と石の間の角度が小さいほ

ど分力は小さくなり，大きな石を運ぶことができる。 

○ 

(理科ノート) 
  

 

５ 本時の学習 

【１時間目】 

（１） 本時の目標 

・石を船で運ぶ方法を，模型を用いて考えることで，水中にある物体には上向きの力がは  

たらくことを見いだす。 

     

（２） 観点別評価規準 

・模型を用いた実験結果から，水中の石にはたらく力に気付くことができ，船で大きな石を運

ぶことができる理由を重力と浮力の関係を含めて説明できる。（思考・判断・表現） 

 

（３）準備物 

発泡スチロールで作った船，石材（大，中，小），水槽，ひも，網，Chromebook，電子黒板 

ワークシート 

課題の設定 情報の収集 

まとめ 

課題の設定 情報の収集 
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（４）学習過程 

 学 習 活 動 
指導上の留意点（・） 

配慮を要する生徒への支援（◆） 
評価規準 

教科の指導事項（○） 

導 

入 

○『まなびのとびら～世羅町をプロ

デュース～』の案として，今高野山に

大阪城を超える城を築城し観光名所に

したい。石垣に使う石を瀬戸内海の小

豆島から世羅町まで運ぶにはどうした

らよいだろうか。 

 

・船の模型を用いて，できるだけ大きな

石を尾道まで運ぶ方法を考える。 

【課題の設定】 

◆自然事象に興味・関心をもてる

ように，世羅町を題材にする。 

・社会との関連付け 

・日本三名城の大阪城（豊臣秀吉

により築城） 

・瀬戸内海の小豆島には，大阪城

の石垣に使われている花こう

岩の石切り場がある。 

・尾道は，大田荘（世羅町）から

高野山（和歌山）へ納められる

年貢米を運ぶ輸送船が停泊す

る中継地として発展した。 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

・モデル図と工夫した点をワークシー

トにまとめる。  【仮説の設定】 

  

 

 

・個人で考えたモデル図を交流する。 

【実験計画の立案】 

・３種類の石と船の模型，水槽を用い

て，仮説を実証する。（２人１組） 

・実験結果を撮影し，Classroomのスラ

イドにのせる。 

【実験・結果の整理】 

 
 

 

・実験結果をまとめ，大きな石を船で運ぶ

にはどうすればよいか考察する。 

             【考察】 
 

 

・個人思考で考えたことをグループで話

し合い，ワークシートにまとめる。 

・全体で意見を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆集団思考において，意見を交流

するとともに，模型を用いて実

験することで，浮力を活用する

ことに気付かせたい。 

 

 

【船に石を載せた場合】 

 

 

 

 

 

【石を水中に沈めた場合】 

 

 

 

 

 

・浮力＞重力 物体は浮く。 

 浮力＜重力 物体は沈む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇思考・判断・表現 

Ｂ：水中にある物体

には上向きの

力がはたらく

ことを見いだ

している。 

 

Ａ：水中にある物

体には上向き

の力がはたら

き，重力との

関係で浮き沈

みが決まるこ

とを見いだし

ている。 

 

大きな石を船で運ぶにはどうすればよいか？ 

(1)  課  題 
 

(2）  個人思考１ 

(3）  集団思考１
1 

船

石

水

石

①船にはたらく
重力

③石にはたらく
重力

②船にはたらく
浮力

①

③

②

石にはたらく
浮力

船

石

水

ひも，
網

［生徒の記述例］ 

・水に石を沈めた方が大きな石を運

べる。 

・水に石を沈めると，石に浮力がはたら

き，大きな石を運ぶことができる。 

・船に石を載せた場合，船のみに浮力が

はたらくが，石を水中に沈めること

で，石にも浮力がはたらく。よって，

より大きな石を運ぶことができる。 

(4）  個人思考２ 

(5）  集団思考２ 
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ま 

と 

め 

 

 

 

 

 

 

 

 
・浮力の大きさは，何に関係するのか？        

           【新たな疑問】 

 

 

・授業で習った語句を活用して，授業の

振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・「授業の振り返り」に何も見ずに学

習したことを自分の言葉で書かせ

ることで，本時で学習したことを

整理させる。 

◆授業で学習した語句を意図的に使

わせるために，授業で学習した語

句を用いた場合はマーカーを引

き，その数だけ加点する。 

 

 

石を水中に沈めて船にぶら下げて運ぶことで，大きな石を運ぶことができる。

船に石を載せた場合，船のみに浮力がはたらくが，石を水中に沈めることで，石

にも浮力がはたらく。よって，より大きな石を運ぶことができる。 

(4) 4）  ま と め 

3年理科実験レポート NO.11≪エネルギー 実験 1≫ 

○今高野山に大阪城を超える城を築城し，観光名所に！ 

 

 

 

 

【課  題】 

 

【仮  説】どのようにしたら大きな石を多く運べるか？ 

図に書き込み，工夫する点を説明しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  組  番 氏名          

実験日: 月 日( ) 実験場所:(     ) 天気:    

【実験方法・結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考  察】 大きな石を船で運ぶにはどうすればよいか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

大きな石を船で運ぶにはどうすればよいか？ 

 

船

水

船

水

小豆島

尾道

世羅 S

G

個数 ポイント

合計

石

石

石
小(4個)

中(2個)

大(1個)

１ポイント

３ポイント

７ポイント

石 石
石小

中
大 網 ロープ

（実験道具）

※理科室にある物なら使用可

船

水

ポイントが最も高かったペア 

（自分の考え） 

（全体でのまとめ） 
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【２時間目】 

（１） 本時の目標 

・水中の石にはたらく浮力の大きさに何が関係しているか仮説を設定し，実験方法を立案

することで，見通しをもって実験に取り組むことができる。また，実験結果を用いて，

浮力の大きさは水中の物体の体積が関係していること見いだすことができる。 

     

（２） 観点別評価規準 

・浮力の大きさは,何に関係するか仮説を立て，その仮説を確かめるために「変える条件」「変

えない条件」を制御した実験方法を立案できる。（思考・判断・表現） 

 

（３）準備物 

水槽，ばねばかり，おもり，容器，輪ゴム，Chromebook，電子黒板，ワークシート 

 

（４）学習過程 

 学 習 活 動 
指導上の留意点（・） 

配慮を要する生徒への支援（◆） 
評価規準 

教科の指導事項（○） 

導 

入 

・大きな石を運ぶには水中で石を船に

固定し，石にも浮力をはたらかせる

ことで，大きな石を運べることを復

習する。 

 

・石にはたらいている浮力の大きさは，

何に関係するのか考える。 

【課題の設定】 

 

◆船の模型を用いて，浮力につい

て実感させてから，本時の課題

に入る。 

 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

・船の模型を用いて行った実験から，

浮力の大きさには何が関係している

のか考える。   

 【仮説の設定】 

  

 

 

・グループで仮説を交流し,それを確か

める方法を考える。 

【実験計画の立案】 

・グループで実験を行い,実験結果を記

録する。 

【実験・結果の整理】 

 
 

 

・実験結果をまとめ，浮力の大きさは，何

に関係するのか考察する。 

             【考察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆仮説と実験方法を考える時間を

十分とり，見通しをもって実験

に取り組ませる。配慮が必要な

生徒へは机間指導を行い，実験

が作業にならないように支援す

る。 

･仮説を確かめる実験方法が対照

実験になっているか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仮説では，浮力に関係していると

考えられるものを全て上げさ

せ，物体の質量と体積は浮力と

は関係ないことも実験で調べさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇思考・判断・表現 

Ｂ：浮力の大きさ

は,何に関係す

るか仮説を立

て，その仮説を

確かめる方法

を立案してい

る。 

 

Ａ：浮力の大きさ

は,何に関係す

るか仮説を立

て，その仮説を

確かめるため

に「変える条

件」「変えない

条件」を制御し

た実験方法を

立案している。 

 

浮力の大きさは，何に関係するのか？ 

(1)  課  題 
 

(2）  個人思考１ 

(3）  集団思考１
１1 

(4）  個人思考２ 

【対照実験】 

 ある条件の効果を調べるため

に,他の条件は全く同じにして,

その条件のみを除いて行う実

験。除いたときと除かないときの

結果を比較する。 
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・個人思考で考えたことをグループで話

し合い，ワークシートにまとめる。 

・全体で意見を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆個人で考察を考える時間を十分に

とった後,グループで協議し,全体

で交流することで，考察の仕方を

確認する。また，考察を書く欄を

（個人）（グループ）（全体）の３つ

に分けることで，思考の深まりを

感じさせたい。 

 

 

ま 

と 

め 

 

 

 

 

 

 

・授業で習った語句を活用して，授業の

振り返りを行う。 

 

・宿題（基礎基本問題 25年度）を確認

する。 

 

 

 

 

 

 
・「授業の振り返り」に何も見ずに学

習したことを自分の言葉で書かせ

ることで，本時で学習したことを

整理させる。 

◆授業で学習した語句を意図的に使

わせるために，授業で学習した語

句を用いた場合はマーカーを引

き，その数だけ加点する。 

 

 

浮力の大きさは，水中にある物体の体積のみに関係し，質量と深さは関係しな

い。水中の物体の体積が大きいほど，浮力の大きさは大きくなる。 

(4) 4）  ま と め 

［生徒の記述例］ 

・浮力の大きさは,体積が関係してい

る。 

・浮力の大きさは,水中にある物体の

体積が関係している。 

・浮力の大きさは，水中にある物体の

体積のみに関係し，質量と深さは関

係しない。 

(5）  集団思考２ 

3年理科実験レポート NO.12≪エネルギー 実験 1≫ 

【課  題】 

 

【仮  説】 

 

 

 

 

 

 

          

【実験方法と結果】  

仮説に基づいて実験を行い，実験結果を図や言葉で整理しなさい。 

・浮力の大きさには             が関係している。 

(確かめる方法)                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  組  番 氏名          

実験日: 月 日( ) 実験場所:(     ) 天気:    

・浮力の大きさには             が関係している。 

(確かめる方法)   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考  察】浮力の大きさは，何に関係するのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮力の大きさは，何に関係するのか？ 

浮力の大きさは 

       

に関係している  
【浮力の求め方】
空気中の重さ〔N〕と比べ，
軽くなった重さ〔N〕が
浮力の大きさ

1.6N
1.2N

右図の浮力は

N

 

(自分の考え) 

 

(グループでの考え) 

 

(全体でのまとめ) 

水中

水中

水中
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（５）【実験方法の立案】での生徒の記述例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基礎基本問題(H25)にチャレンジ】 

次の        は，科学部での会話が書かれています。あとの（１）～（３）に答 

えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）上の会話の中の下線部は，次の式で浮力の大きさを求めることができることを示していま 

す。  ア  ，  イ   に会話の中のことばを記入し，式を完成させなさい。 

浮力の大きさ（Ｎ）＝    ア    （Ｎ）－    イ    （Ｎ） 

 

けんじさんとくみさんは，浮力の大きさについて，それぞれ次のように予想しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで２人は，物体が水の中に沈んだときの「深さ」と，物体の「重さ」とのどちらが浮力の大きさに

関係するのかを明らかにするため，それぞれ次の対照実験を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２人が考えた実験方法のうち，くみさんの実験は対照実験としての条件設定が不十分で，予想

が正しいかどうかを確かめることができません。対照実験として正しく条件設定するには，どの

ように修正すればよいか書きなさい。 

 

けんじさんは自分の考えた実験を，くみさんは正しく修正された実験を行いました。 

その結果，浮力の大きさは，物体の「深さ」・「重さ」のいずれを変えても変化しないことがわかりま

した。困った 2 人は，先生から次のような実験を教わりました。 

 

先 生：同じ種類のプラスチックケースに同じ分銅を 

入れて密閉したものを 2 つ用意し，図 3 のように 

連結します。これを図 4 のように，水中にプラス 

チックケースを 1 個分入れたときと，2 個分入れた 

ときとでは，水中の物体の体積がちがいますね。 

このときの浮力の大きさを比較するとどうなるで 

しょうか。 

 

（３）けんじさんとくみさんは，先生から教わった実験を行い，結果を右の表のようにまとめました。

この表をもとに，物体にはたらく浮力の大きさは何によって決まるのか結論を書きなさい。 

 

(1) 

ア  

イ 
 

(2) 

 

(3) 

 

 

 

図 1 のように，同じ分銅を使い，

深さを変えて水そうに入れ，それぞ

れの浮力の大きさを測定する。 

けんじくんの実験 

  

くみさん

けんじくん

浮力の大きさは，物体が水の中に沈んだときの「深さ」に関係があ

る と思います。以前プールに行ったとき，ビーチボールを水中に深く

沈め るほど勢いよく浮き上がってきました。このことから，深さが深

いほど 浮力は大きくなると思うからです。 

浮力の大きさは，物体の「重さ」に関係があると思います。金属のよ 

うな重いものは水に入れると沈みますが，軽いものはよく浮きます。こ 

のことから，重さの軽いものほど浮力は大きくなると思うからです。 

同じ種類のふた付きプラスチックケース３個に鉄製の

小球を入れて密閉し，重さがちがう物体を作る。これら

を，図 2 のように水そうに入れ，それぞれの浮力の大き

さを測定する。 

 

くみさんの実験 

 

※プラスチックケース

の中の空気は，この

実験に 影響しない

ものとします。 

けんじ：昨日テレビで見たタンカーは，全長が約４５０ｍもあったよ。 

く み：すごいわね。そんなに大きな船が水に浮くのは，浮力が関係しているからだよね。 

でも，浮力って何によって決まるのかしら？ 

先 生：では，今日は「浮力の大きさは何によって決まるのか」について調べてみましょう。と

ころで，浮力の大きさはどのようにして求めたらよいでしょうか。浮力は上向きです

から，水中での物体の重さは，空気中での物体の重さに比べて減少するはずです。 

分銅

プラスチック
ケース

ば
ね
ば
か
り

水
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
が
0

個

水
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
が
1

個

水
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
が
2

個

糸

図3

図4
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り
返

り
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挙手回数
マーカの数

※習った語句にマーカーを！

　　　月

　　　日

　　　曜日
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【エネルギー】運動とエネルギー

浮力の大きさは，何に関係するのか？

振

り
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り
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　　理科　授業の振り返り 3年　　組　　番　氏名

　　　月

　　　日

　　　曜日

　　　校時

【エネルギー】運動とエネルギー

大きな石を運ぶにはどうすればよいか？

振
り
返

り

発表回数


